
加古川市の児童生徒のケータイ・ 
スマホ等の利用実態と課題について  

令和元年７月１１日（木） 基調提案 



１ 加古川市の児童生徒の 

ケータイ・スマホの利用実態 

平成30年度ケータイ・スマホの利用に係るアンケート調査
結果（市内小学校５年～中学校３年までの児童生徒対象）   
 



（１）所持率 

  小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

平成18年度 17.0 21.0 37.0 44.0 48.0 

平成20年度 20.2 22.7 29.9 38.5 40.7 

平成22年度 20.3 23.7 31.0 36.3 40.9 

平成24年度 28.5 24.8 33.0 41.0 44.6 

平成26年度 42.9 41.2 45.1 48.5 48.2 

平成28年度 28.6 33.2 46.4 50.9 52.0 

平成30年度 28.0 36.9 52.6 60.9 64.4 

自分専用のケータイまたはスマホを持っていますか。 

                  (単位：％) 

≪全国≫ 

小学生・・・55.8％ 

中学生・・・75.5％ 

 
※内閣府「H30年度青少年のｲﾝﾀｰﾈｯ
ﾄ利用環境実態調査（速報）」より 
 

 

≪兵庫県≫ 

小学生・・・64.8％ 

中学生・・・72.3％ 
 

※兵庫県青少年本部「H30年度ｹｰﾀｲ･
ｽﾏﾎｱﾝｹｰﾄ及びｲﾝﾀｰﾈｯﾄ夢中度調
査」より 

中学２・３年生で初めて６０％超える 



小学生 ゲーム機     67.9% 

ケータイ・スマホ以外で、無線LAN(WI-FI)等を使って
ネット接続できる自分専用の電子機器を持っていますか。 

中学生 

タブレット    23.9% 

持っていない 21.5% 

ゲーム機     61.4% 

タブレット    26.8% 

持っていない 20.3% 

複数回答可 

約８０％ 

自分専用のネッ

ト接続可能機器
を持っている 



（２）フィルタリングの現状 

それらの電子機器にはフィルタリングをしていますか。 

14.3 11.2 

74.5 

小学生 

35.9 

14.4 

49.7 

中学生 

フィルタリング利用 

 

≪全国≫ 

小学生・・・22.5％ 

中学生・・・40.5％ 

 
※内閣府「H30年度青少年のｲﾝﾀｰﾈｯ
ﾄ利用環境実態調査（速報）」より 
 

 

≪兵庫県≫ 

小学生・・・62.0％ 

中学生・・・63.0％ 
 

※兵庫県青少年本部「H30年度ｹｰﾀｲ･
ｽﾏﾎｱﾝｹｰﾄ及びｲﾝﾀｰﾈｯﾄ夢中度調
査」より 

SNSによる被害児童の9割がフィルタリング利用せず 



（３）ケータイ・スマホ等の利用状況 
ケータイ・スマホ、またはそれ以外の機器をネット接続したと
き(SNSを含む)次のような経験をしたことがありますか。 

 

小学生 ④見知らぬ人とネット上でやり取り 10.9% 

③「このメールを誰かに送れ」と回ってきた ４% 

中学生 ③「このメールを誰かに送れ」と回ってきた    15.8% 

④見知らぬ人とネット上でやり取り 12.5% 

複数回答可 

①悪口・イヤなことを言われた。②ネットに動画・画像を投稿し

た。（された）⑤ネットで知り合った人に出会いに行った。⑥ネット
上でケンカやトラブルになった。  
 



小学生 

4時間以上     7.７% 

一日にどれくらいインターネットを使っていますか。 

中学生 ４時間以上     ７.８% 

（４）ネットの依存傾向 

2～4時間        15.７% 

2～4時間        22.3% 

４０人学級で 

約９人 

約６人 

約３人 



依存傾向のある子どもは 

携帯・スマホを手放せない生徒がいかに多いか 

１ 携帯・スマホを見る間隔  
 

学校から帰って、携帯・スマホを 

どれくらいの間隔で見ますか？ 

 

  
 

依存傾向のある生徒  
 

１分以内が１９．７％    
 

５分以内が１５．７％    
 

１０分以内が１９．２％    
 

約５５％ 

２ 返信時間  
 

LINEなどで既読がついたら、どれぐらい
で返信しようと思いますか？ 

 

  
 

依存傾向にある生徒が３２．６％    
 

依存傾向にない生徒で２２．１％    
 

１分以内に返信  
 

H30「ケータイ・スマホアンケート及び
インターネット夢中度調査」結果より   
 



２ 今後の課題 



持たせない教育 所持率上昇 

子どもにとっては魅力的なツールである 

上手に使わせる教育 

完璧なものではない 

ルール作り 

大人向けの研修会が大切である 

児童会・生徒会中心に安全な使い方のルールを考える 

依存症 ネットトラブル 

フィルタリング 

現実世界で熱中になれるものを見つける 


